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 ５ （ 工藤 秀一 ） 

  

１． 水道未普及地域の水道水運搬について 

 

（要旨） 

過去にも質問しましたが、水道未普及地域は飲料水を井戸水に依存してお

り、胃がんの原因といわれているピロリ菌など健康被害の不安がある。飲料水

や炊事以外の生活水は井戸水を利用したとしても、飲料水や炊事に使用する水

は水道水を供給できないかと思う。 

 

⑴  地下水の水質については水質汚濁防止法に基づき都道府県知事が水

質汚濁の状況を常時監視しその結果を環境大臣に報告することとされ

ていることから、安平町内の測定結果を把握しているか伺う。また、

基準値の超過が確認されたときに北海道から町に通知は来るのか、そ

の対応は北海道がするのか町がするのか伺います。 

 

⑵  水道普及地域と未普及地域について、胃がんなどの病気発生率など

健康被害について比較しているのか伺う。 

 

⑶  過去に何度か質問しましたが、水道水を水道未普及地域に供給する

考えはありませんか。水道未普及地域の安全安心として水道水を給水

車で宅配している自治体もあります。参考にして検討する考えはない

か伺う。 

 

 

 

 



  

 

２． 老人クラブについて 

 

（要旨） 

日本の高齢者人口は増加している中、老人クラブ数及び会員数の減少が顕著

になっている。会員減少の最も大きな理由は、新規会員加入率の低さにある。

その結果、クラブの会員組織自体が高齢化し、若手による事業運営の移行が進

まず、クラブ継続が困難となっているという状態である。その理由の１つに「老

人」という言葉が抵抗感を生み、加入しづらい状況になっていると思い質問す

る。 

 

⑴  安平町の老人クラブ数及び会員数と加入率について、ピーク時と現

状について伺う。 

 

⑵  老人クラブという名称自体、参加するサークルとして共感されず、

新規加入者が減少しているのではないかと思うが、補助金交付団体と

して老人クラブという名称を使わなければならないという理由がある

のか伺う。 

 

 

３． 道の駅繁忙期の国道渋滞について 

 

（要旨） 

今年の菜の花シーズンは入場する車が国道で渋滞。交通事故の危険が懸念さ

れる。大きな事故が起きないよう対策が必要と思う。 

  

⑴  道の駅の帰り、国道に出る際、右側に入場を待つ車の行列ができ、

通過する車が確認しづらく危険である。信号機設置を望む声があるが

考えを伺う。 

 

⑵  繁忙期の臨時駐車場が少ないと思う。国道に行列ができないよう駐

車場を増やせないか伺う。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

４． 学校体育館の冷房について 

 

（要旨） 

気候温暖化により安平町の夏も大変に暑くなり熱中症が心配されている。早

来学園は今年度普通教室に冷房設置が決まっているが体育館には設置されな

い。 

 

⑴  近年は体育の授業や運動部活動も熱中症の心配や不安がある。今年

の夏は特に暑かったが町内の学校は体育の授業を普通にできているの

か伺う。 

 

⑵  文科省から空調設備にも活用できる学校施設環境改善交付金が新設

され、補助率２分の１の特例交付金がある。また、総務省からは災害

時に避難所となる体育館への空調設備に「緊急防災・減災事業債」の

事業期間が延長され活用できると聞く。これらを活用すれば町の実質

負担は 25％と思います。ランニングコストへの支援もあるようです。

これらを活用しても体育館に冷房を設置できないのか伺う。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


